
第 3号 様式 (第15条関係)

事 業 者 排 出 量 肖」滅 報 告 書ノr

八幡市八幡国内75番地

%

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギ
ー使用事業者 (原油に換算して1,500キrIリットル以上))

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラックスは
パス100台以上/タ クシー150台以

上/鉄 道車両150両以上)
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第4号該当事業者 (その他の温室効果メスの大規模排出暮業者 (二酸化炭素に換算して

3,000トン

平成   18年   4 月  ～  平 成    20年      3月

二険化炭素などのlE室効果ガスの排出置を平成2年度 (19,0年度 )に 比
末 8%湾 '法

と都市緑化に取り組み濃室効界ガスを吸収

(18)年 度(19)年 度(17)年 度

ファクシミツ番号

(213,7880コ3)と して概ね5%削減する】
242 6コ3  28
を平成11年度を (184,825 0kg)として5%減まする】

: 139ぅ946 5kg  24

担  当  部  署

担 当 者 氏 名

注 1ま 当する□には レ印を記入してください。行定手案者以外の手奏者の方はレ印の記入は不要で曳

2 '基準年度Jとは計画"関の前年度を r目僚年度JとFI計画期間の最終年度を 「報告年度Jとは計画期Frsのうち 今回報告の対象となる年度をいいまれ
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の事業活動に存い発生する温室効果ガスをいいます。
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やエネルギー原判立CCA排出量 ぞエネ製品開発など他苦のと蜜効果ガス排出肖」法への質駄 グリーン覇連の採用 特


